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 蒲生ラグーン奥部水域の水理特性とその変化 

 
東北学院大学大学院 学生員 ○佐々木 孝行 
東北学院大学大学院 学生員  鈴木 貴敬  
東北学院大学工学部 正 員  上原 忠保  

1. はじめに 

 シギ、チドリ等の渡り鳥の飛来地として有名な蒲生ラグーンには餌となる底生生物が数多く存在しているが、 

近年、蒲生ラグーン入り口付近では人間が度々横断するため、警戒心の強い鳥たちにとっては休息や採餌の場

としては好ましくない状況である。これまでも奥部水域の塩分、水位、地形、底質等の面から考慮して人間の

影響の少ない奥部水域の水理学的特性を調べてきた(1) 。引き続き本研究では底生生物の生息に適した環境（表

-1）、また渡り鳥の休息・採餌の場として適しているのかを検討するものである。 
2. 観測地点と観測方法 

 図-1 のように導流堤から、400m 地点、650m 地点、 

750m 地点、760m 地点（水たまり）、800m 地点にアレ

ック電子の COMPACT-CT または MDS-CT を配置し、塩

分の連続観測を行った。ラグーン奥部人工干潟

(700m～840m 地点)においては測深棒を用いた測量
を行った。その際、泥を採取し、それぞれ過去のデ

ータと比較し、地形・底質の経年変化を調査した。

水位に関しては過去に奥部と 400ｍ地点の水位がほ

ぼ等しいことが確認されたため、400ｍ地点の自記水

位計（HRL-6 型）で観測した。 

3. 観測結果および考察 

 図-2は日平均塩分の時間変化である。2007年 1月
20日～2008年 1月 24日までの期間で測定したもの
であり、長期間の比較においても入口部に近い 400
ｍ地点よりも奥部である 750ｍ地点のほうの塩分が
低くなっている。400ｍ地点と比較し、奥部右側水域
の方が低塩分となっている。以上のことから奥部右

側水域が低塩分の理由としては蒲生ラグーン背後に

ある養魚場からの淡水が地下から浸透流として出て

きているのではないかと考えられる。 

図-3は蒲生ラグーン 400m地点における日最小水
位の発生頻度分布である。日最小水位 2007 年 6 月頃

に蒲生ラグーン入口付近にある導流堤のカキを除去

したことによって、導流堤を通る流量が増加し、日

最低水位は 2006 年度より 2007 年度の方が低くなっ

ている。2002 年の水位では T.P.+0.2～0.3ｍが 1 番

多く発生している。これに対し 2006 年・2007 年の水 
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    図-1 蒲生ラグーン平面図 
表-1 底生生物(ゴカイ)の良好な生息環境 

  底生生物（ゴカイ）の良好な環境 

水温 3～30℃の範囲以内 

塩分 15～25の範囲内 

底質 砂泥質の所を好む 

地形・水位 
低潮時に水にわずかに浸っている 
場所を好む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2 日平均塩分の時間変化  
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位では、2002 年度と比較して T.P.＋0.2～0.3ｍの水

位の発生頻度が低くなり、T.P.＋0.3～0.4ｍの水位

の発生頻度が高い結果となっており、年々水位は上

昇傾向にあることが分かる。 

図-４は奥部人工干潟の地形(1 断面)の経年変化を

表したものである。この図より年々地盤高は高くな

っており、この断面では近年の水位の上昇の影響を

受けずに干潟がよく露出する傾向が見られる。 

図-5は奥部人工干潟と水位との露出面積の関係を
表した図である。2003 年度の日最小水位の平均は
T.P.＋0.26ｍであり、2007年度の日最小水位の平均
が T.P.＋0.31ｍであることから、水位の 5ｃｍが上
昇し、これに伴い干潟の露出面積は減少傾向にある

という結果が得られた。 

図-6～8 は奥部人工干潟の底質の平面分布の図と
してシルトクレイ含有率を比較した図である。1999
年度は 780ｍ断面から 860ｍ断面までの測定のみで
ある。700ｍ付近では表からもわかるように特に細か
い土粒子が多くなっている。これより、干潟が露出

する断面では、砂質が多いために、この低質試験の

値は低い傾向にあった。 

以上のことからラグーン奥部水域はゴカイにとっ

て良好な生息条件内であることが多く、人の影響の

少ない奥部水域は渡り鳥の採餌や休息の場として適

しているものであると考えられる。 

4. おわりに 

本研究を行うにあたり、東北学院大

学工学部職員の高橋宏氏、水理学研究

室の本年度学生の諸氏に観測や資料整

理において大変お世話になった。また、

本研究の一部は科学研究費（基礎研究

(B) 研究代表者 東洋大学 荻原 国宏
教授）の補助を受けた。ここに記して、

感謝の意を表する。 
 

参考文献(1) 鈴木 俊也・上原 忠保：平

成 14 年度土木学会東北支部技術研究発

表会 講演概要Ⅱ-47, pp.194-195.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-3 蒲生ラグーン 400ｍ日最小水位の発生分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-4 蒲生ラグーン 780ｍ断面 地盤高の経年変化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図-5 水位と露出の関係 
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